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所
在
地
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良
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市
郡
明
日
香
村
雷

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
四
年

（平
６
）

一
二
月
―

一
九
九
二
年
二
月

一
一　
一
九
九
二
年

一
月
―
四
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
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文
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研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

調
査
担
当
者
　
代
表
　
猪
熊
兼
勝

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
―
八
世
紀
初
期

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
右
京
七
条

一
坊

（第
七
五
十

一
五
次
調
査
）
本
調
査
は
、
市
営
住
宅
建
設

に
伴
う
事
前
調
査
で
、
右
京
七

条

一
坊
の
西
南
坪
に
あ
た
る
。

こ
の
坪
内
に
は
、
坪
中
軸
線
に

そ
っ
て
正
殿
、
後
殿
、
脇
殿
、

門
な
ど
が
配
さ
れ
、　
一
町
規
模

Ｄ

の
宅
地
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ

請
ま
で
の
調
査
で
判
明
し
て
い
る

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『藤

原
京
右
京
七
条
一
坊
西
南
坪
発
掘
調
査
報
告
』
一
九
八
七
年
）。
今
回
は
そ
の
宅
地
の

西
側
部
分
に
あ
た
る
。
調
査
面
積
は
三
〇
〇
ポ
で
あ
る
。

検
出
し
た
藤
原
宮
期
の
遺
構
と
し
て
は
、
池
状
遺
構
Ｓ
Ｘ
三
八
五
と
こ
れ
に

取
り
付
く
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
三
人
四
が
あ
る
。
Ｓ
Ｘ
三
八
五
は
主
殿
を
囲
む
塀
の
西

側
に
広
が
る
、
深
さ
Ｏ

・
四
ｍ
ほ
ど
の
底
が
平
ら
な
池
状
の
く
ば
み
で
、
Ｓ
Ｄ

三
人
四
は
そ
こ
か
ら
延
び
て
西

一
坊
大
路
東
側
溝
に
連
続
す
る
。
木
簡
は
Ｓ
Ｘ

三
人
五
か
ら
、
七
世
紀
後
半
の
土
器
、
漆
付
土
器

・
ト
リ
ベ
な
ど
の
鍛
冶
関
連

遺
物
、
和
同
開
弥
な
ど
と
と
も
に
、　
一
点
が
出
土
し
た
が
、
墨
痕
の
み
で
釈
読

で
き
な
い
。

一
一　
左
京
十

一
条
三
坊

（第
七
五
十

一
六
次
調
査
）

本
調
査
は
県
道
新
設
工
事
に
伴
う
事
前
調
査
で
、　
一
九
九

一
年
に
発
見
さ
れ

た
雷
丘
北
方
遺
跡
の
第
二
次
調
査
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
は
飛
鳥
川
右
岸
で
、
雷

丘
か
ら
小
山
に
い
た
る
小
丘
陵
と
の
間
の
平
坦
地
上
に
位
置
し
、
七
世
紀
後
半

か
ら
八
世
紀
後
半
に
及
ぶ
大
規
模
で
計
画
的
な
配
置
の
建
物
群
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
藤
原
京
の
条
坊
で
は
左
京
十

一
条
三
坊
の
西
南

・
西
北
坪
に
あ
た
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
中
心
部
に
四
面
廂
付
東
西
棟
建
物

（正
殿
）
と
、
そ

の
東
西
に
二
棟
ず
つ
の
細
長
い
南
北
棟
建
物

（脇
殿
）、
ま
た
南
に
も

一
棟
の

長
い
東
西
棟
建
物

（南
殿
。
Ｓ
Ｂ
二
八
五
〇
）
を
配
し
、
こ
れ
ら
の
建
物
群
の
東

西
南
を
掘
立
柱
塀
と
溝
で
区
画
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
正
殿
が
二
つ
の
坪
の
南

北
中
軸
線
上
に
あ
り
、
遺
跡
が
南
北
に
二
町
分
を
占
め
て
い
た
こ
と
な
ど
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。



今
回
の
調
査
位
置
は
、
同
坊
の
西
南
坪
か
ら
東
南
坪
に
及
ぶ
。
調
査
面
積
は

約
七

一
〇
ド
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
東
三
坊
坊
間
路
推
定
位
置
よ
り
東
に
は
七
世
紀
後
半
の
整
地

が
及
ば
ず
、
前
記
の
大
規
模
建
物
群
が
西
南

・
西
北
の
二
坪
の
占
地
で
あ
ろ
う

と
い
う
推
定
を
裏
付
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
東
南
坪
に
は
七
世
紀
前
半
か
ら
八

世
紀
後
半
に
い
た
る
建
物
が
存
在
し
、
そ
の
状
況
は
小
治
田
宮
と
の
関
連
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
雷
丘
東
方
遺
跡
に
類
似
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

本
簡
は
、
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
工
八
〇
か
ら
三
点
出
土
し
た
が
、
い
ず
れ
も
削
肩

で
釈
読
で
き
な
い
。
Ｓ
Ｄ
三
五
人
○
は
素
掘
り
の
溝
で
、
幅
二

・
九
―
五

・
三

ｍ
深
さ

一
ｍ
前
後
で
、
北
流
す
る
。
堆
積
土
に
は
木
簡
の
他
に
七
世
紀
前
半
の

土
師
器

・
須
恵
器
な
ど
が
含
ま
れ
、
溝
の
南
辺
は
七
世
紀
後
半
の
整
地
土
に
よ

っ
て
覆
わ
れ
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献
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『
飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
二
六

（
一
九

九
六
年
）

同

『
飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

一
二
』
盆

九
九
六
年
）

（寺
崎
保
広
）

奈
良
国
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文
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研
究
所

『平
城
宮
木
簡
五
』
刊
行
さ
れ
る

平
城
宮
跡
東
南
隅
で

一
九
六
六
年
に
行
な
わ
れ
た
、
第
三
二
次
補
足
調

査
で
出
土
し
た
約

一
万
三
〇
〇
〇
点
に
及
ぶ
木
簡
の
正
報
告
書
。
同
調
査

関
係
の
三
分
冊
中
の
二
冊
目
に
あ
た
る
本
書
で
は
、
二
三
三
四
点
の
木
簡

を
収
録
す
る
。
木
簡
は
考
課

・
成
選
木
簡
を
主
と
す
る
式
部
省
関
係
木
簡

で
、
原
寸
大
の
写
真
を
掲
載
し
た
図
版
と
解
説
か
ら
な
る
。
解
説
で
は
近

年
の
調
査
で
判
明
し
た
式
部
省
官
行
の
様
相
や
、
六
〇

一
五
型
式
木
簡
の

形
態
的
特
徴
や
廃
棄
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
る
。

図
版
　
Ｂ
４
版
　
写
真

一
〇
三
葉
　
そ
の
他
四
葉
　
峡
入

解
説
　
Ａ
５
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